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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月5日(2019.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報の変動表示を行う変動表示手段に、表示結果として予め定められた特定表示結
果が導出表示されたときに、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって
、
　未だ開始されていない変動表示に関する情報を保留記憶として記憶可能な保留記憶手段
と、
　前記保留記憶手段に記憶されている各保留記憶および実行中の変動表示の少なくとも一
方に対応した対応表示を所定表示態様にて表示可能な対応表示手段と、
　前記変動表示手段において特殊識別情報が表示されたことに応じて、前記対応表示手段
に表示されている対応表示を前記所定表示態様とは異なる特別表示態様に変化させること
により、前記有利状態に制御されることを予告する予告演出を実行可能な予告演出実行手
段と、
　複数の対応表示が表示されている場合に、いずれの対応表示の表示態様が前記予告演出
によって変化されるかを示唆する示唆演出を該変化前に実行可能な示唆演出実行手段と、
　を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　識別情報（例えば、演出図柄）の変動表示を行う変動表示手段（例えば、演出表示装置
５）に、表示結果として予め定められた特定表示結果（例えば、大当り）が導出表示され
たときに、遊技者にとって有利な有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技
機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　未だ開始されていない変動表示に関する情報を保留記憶として記憶可能な保留記憶手段
（例えば、ＣＰＵ１０３が始動入賞処理のＳ１０７～Ｓ１１０を実行する部分）と、
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　前記保留記憶手段に記憶されている各保留記憶および実行中の変動表示の少なくとも一
方に対応した対応表示（例えば、保留記憶表示やアクティブ表示）を所定表示態様（例え
ば、丸型の白色表示）にて表示可能な対応表示手段（例えば、保留記憶表示エリア５Ｄや
アクティブ表示エリア５Ｔ）と、
　前記変動表示手段において特殊識別情報（例えば、保留変化図柄）が表示されたことに
応じて、前記対応表示手段に表示されている対応表示を前記所定表示態様とは異なる特別
表示態様（例えば、丸型の青色表示や丸型の緑色表示、丸型の赤色表示）に変化させるこ
とにより、前記有利状態に制御されることを予告する予告演出（例えば、保留表示予告演
出）を実行可能な予告演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０が保留表示予告演
出決定処理を実行する部分）と、
　複数の対応表示（例えば、２個以上の保留記憶表示）が表示されている場合に、いずれ
の対応表示の表示態様が前記予告演出によって変化されるかを示唆する示唆演出（例えば
、保留表示予告演出の対象の保留記憶表示をキャラクタが指し示す演出や、変形例１に示
すように保留表示予告演出の対象の保留記憶表示を導出表示される保留変化図柄の色にて
示す演出）を該変化前（例えば、保留表示予告演出の対象の保留表示が表示されてから該
保留表示の表示態様が変化するまで）に実行可能な示唆演出実行手段（例えば、演出制御
用ＣＰＵ１２０が変化予告演出処理を実行する部分）と、
　を備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、いずれの対応表示の表示態様が変化するかを予告することができる
ので、遊技を分かり易くすることができ、遊技興趣を向上できる。
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